






要約:川崎病罹患後に冠動脈閉塞をきたした 9 例の予後について検討した。1 例は広範な

心筋梗塞を起こし死亡した。2 例は閉塞側と反対側の冠動脈に狭窄が出現し A-C バイパス

術を施行した。6 例は閉塞の診断から平均 4 年 10 か月が経過しているが、内科的に観察

中である。冠動脈閉塞例に対しては負荷心筋シンチグラムを定期的に実施して虚血性病変

の早期発見に努める必要がある。


